
 

 

 

 

 

 

例会日 ： 毎月第 2・第 4水曜日   

場 所 ：  各務原市産業文化センター２階 

住 所 ：  各務原市那加桜町２－１８６ 

        ＴＥＬ 〈０５８〉３８２－４６４９  ＦＡＸ 〈０５８〉３８２－４７１９ 

会  長 ： 松井 雅史      幹  事 ： 小島 博彦 

副会長 ： 横山 浩之      会  報 ： 永田 和弘  

     ２０２3年 10月 21日（土） 

         １・ パークレンジャー活動 秋の植栽 （ふれこみ隊共同活動） 

           場所：各務原市民公園 南東部花壇 

     ２０２3年 11月 12日（日） 

         ２．地区補助金事業 （少林寺拳法 地区ブロック大会） 

           場所：各務原市総合体育館 

     会員総数 29名（出席免除３名） 

          （2023.7.1 現在） 

 

司会進行       河野 春男 Ｒ財団委員長 

会長挨拶          松井 雅史 会長 

 皆さん、こんばんわ。本日もお忙しい中お集まり頂

き有難う御座います。先ず初めにお客様のご紹介をさ

せて頂きます。 

・東海中央病院 医療連携課 地域連携係 

            係長 山田 泉  様 

・東海中央病院 医療連携課 地域連携係 

       介護支援専門員 中平 民恵 様 

・各務原市役所 健康福祉部 高齢福祉課 

            主事 長尾 優花 様 

ロータリーの活動からご案内させて頂きます。先ず来

週２１日（土）パークレンジャー活動を行います。各

務原市民公園の花壇で、秋の植栽活動を中学生のふれ

こみ隊と一緒に活動します。そして来月は、地区補助

金事業を２つ開催致します。一つは少林寺拳法で、地

区の大会内で寄贈式を行い、もう一つは陸上教室を行

います。１１月２２日（水）は、都ホテルで年次総会

及び忘年会を開催致します。今回はオブザーバー参加

者を多数お招きし、活気ある会にしたいと思いますの

で皆さんお声掛け頂きます様お願いします。１２月に

は家族例会（クリスマス例会）を開催します。こちら

も多数の方にご参加頂き、ロータリーの魅力をお伝え

できたらと思います。 

皆さんお忙しい所恐れ入りますが、お時間のある方は

是非ご出席お願いします。しかしロータリーは職業奉

仕も大切ですので、自身の職業の高潔性を高める意味

でも、お忙しい方はお仕事を沢山して頂き輝いて頂き

たく思います。本日もどうぞ宜しくお願いします。 

～ クラブアッセンブリー（Ｒ財団・米山） ～ 

 ～ 

ＷＥＥＫＬＹ ＲＥＰＯＲＴ 

各務原ロータリークラブ 
国際ロータリー第２６３０地区  東海北陸道グループ ２０２3－２０２4年度 

国際ロータリー会長 ゴードン R. マッキナリー（スコットランド） 

    第 2791例会 

令和 5年 10月 11日（水）  

     Ｎｏ．０729 



３分間スピーチ         星川 俊輔 君 

 皆さん、こんばんは。

名北ワードの星川で

す。私は会社の２代目

になります。父親が会

社を創業し母親が速

記士で、二人三脚で今

年３８年目になりま

す。両親は帰宅をして

も顔を合わせ、職場でも顔を合わせ、ずっと顔を合わ

せていますが未だに仲が良く、１０月に結婚５０年と

いうことで金婚式のお祝いをしました。私には姉がお

りますので、両親と姉、私とで食事会に行きました。

５０年ずっと連れ添っているという事は、大変尊敬出

来る事です。 

 

私の仕事（第５回）        可児 昌則 君 

 こんばんは。

私は創業時、自

転車屋でした。

私の生まれた

年、昭和２７年

に父親が始め

ましたので今

年で７１年目

になります。途中から自動車も扱う様になりましたが、

自転車もまだやっております。自転車は量販店が増え

た為、修理がメインです。現在は息子と一緒にやって

いますが、何でも気良くやってあげなさい、と教えて

います。息子と一緒にやっているお蔭で、３年前の病

気も何とか乗り越える事が出来、お店もロータリーも

何とか続けることが出来ています。病気から一転、こ

んなに元気になるとは思いませんでしたが、今でも２

４時間ずっと両手足は痺れています。しかしこの病気

をして初めて、”命がある事は有り難い”と感じるこ

とが出来ました。また息子にも”一緒に仕事に就いて

くれて良かった”と、感謝の言葉を口に出して言える

ようになりました。以前は”俺がいなければやってい

けない”と言わんばかりに商売をしていました。です

があまり仏になり過ぎると早く死ぬと言われますの

で、少しは憎まれ口も言うようにしています。 

 

 

ニコボックス報告    野村 公人 Ｒ財団委員 

・松井 雅史 会長  皆様、本日も出席有難う御座

います。本日も楽しい会になるよう盛り上げていきま

しょう。 

・藤井 孝一 君  片岡さんには大変お世話になっ

ています。先日久し振りに孫（小３、５歳（女子）に

会いました。順調に大きくなっているので安心しまし

た。急に寒くなりましたのでご自愛下さい。 

・平井 正晴 君  本日も楽しく過ごしましょう。 

・可児 昌則 君  昨日、全国防犯栄誉銀賞を頂い

てきました。 

・片岡 紀生 君  皆様、こんばんは。突然寒くな

り身体がついていけません。皆様気を付けましょう。 

・小林 幹男 君  今日も宜しくお願いします。 

・河野 春男 君  東海中央病院 山田様、中平様、

各務原市役所 長尾様、本日は宜しくお願いします。 

・永田 和弘 君  本日は宜しくお願いします。 

・星川 俊輔 君  久し振りの参加となり申し訳あ

りません。宜しくお願い致します。 

・野村 公人 君  本日、奥歯抜歯しました。言語

不明瞭、申し訳ありませんでした。 

 

ご挨拶 

・東海中央病院 医療連携課 地域連携係 

            係長 山田 泉  様 

・東海中央病院 医療連携課 地域連携係 

       介護支援専門員 中平 民恵 様 

・各務原市役所 健康福祉部 高齢福祉課 

            主事 長尾 優花 様 

 

 

 

 

 

皆さん、こんばんは。 

本日は貴重なお時間を有難う御座いました。私は、東

海中央病院が委託事業で受けております各務原市在

宅医療介護連携支援ステーションの中平と、高齢福祉



課職員の長尾です。宜しくお願い致します。本日は「第

２回 各務原市人生会議フォーラム」の宣伝をさせて

頂きます。講師に日下部 元雄先生（元世界銀行 副

総裁）をお招きし、「若者の貧困を考える～古き良き

先輩から学ぶ～」と題したご講演を頂きます。各務原

市を含む、９つの都市の若者の貧困について調査した

内容になります。 

団塊世代、団塊ジュニア世代、１０～２０代のＺ世代

の関係を調査する段階で、高齢者の方からお孫さん世

代の方への関わり方によっては、若者の貧困を防ぐ事

が出来るという大変興味深い調査結果をお話し頂き

ます。 

講演後は、口腔体操とにんじん体操を実施し、第２部

は日下部先生のお話しをうけ、「とある人生会議の一

幕～わたしらしい暮らしへ エールを～」の寸劇を行

います。劇は岐阜県立岐阜各務野高等学校 演劇部の

皆さんにご協力頂きます。そして最後に、会場と医療

と介護の専門職と一緒に「人生会議とはなにか」につ

いて意見交換会を実施致します。 

 

 

『令和３年発行 各務原版 

       人生アルバム』 

過去・現在・未来を記載 

 

 

 

 

エンディングノートとの違いは、こっそり記すもので

はなくこの冊子を機に今後の暮らし方をどうしてい

くのかを、医療の方や家族に伝えていくものになりま

す。皆様のご参加 お待ちしております。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

クラブフォーラム（Ｒ財団・米山） 

           河野 春男 Ｒ財団委員長 

 

米山記念奨学事業について 

公益財団法人ロータリー米山記念奨学会は、日本のロ

ータリーが共同で運営する奨学財団であり、財源は主

に会員の寄附で成り立っています。日本独自のプログ

ラムですが、国際ロータリーＲＩからも国内全３４地

区の合同活動として認められています。 

１９６７年財団法人設立、２０１２年１月 公益財団

法人に移行。支援の対象は、授業開始から一貫して日

本の大学、大学院などで学ぶ外国人留学生を対象とし

ています。２０１９年４月現在、採用の奨学生数は８

６９名で、外国人留学生対象の奨学金では、民間最大

規模になります。今までの累計数は、世界１２９の国

と地域で２１,０２４名を支援しております。 

世界平和を願い始まった国際奨学事業であります。始

まりは１９５２年 東京ロータリークラブ 当時会長 

古澤氏によってつくられ、海外（特にアジア諸国）か

ら優秀な学生を日本に招き支援をする米山基金の構

想に遡ります。 

米山とは、日本のロータリーの父と呼ばれた「米山梅

吉」氏のとこです。タイからはじめて奨学生を迎えた

のが、２年後の１９５４年です。以降、在日留学生に

対象を変え単独事業からロータリーの全国事業に拡

大発展しました。 

 

 

毎年１０月は“米山月間“で、会員の皆様には米山特

別寄附をお願いしています。 

金額は１人 １，０００円以上で、２，０００円以上寄

付をして頂きますと確定申告用の免税証明書が発行

されます。 

 

ちなみに今回の免税証明額は、 

６０期下期会費内 普通寄附金２，５００ 

        ＋ 

６１期上期会費内 普通寄附金２，５００ 

        ＋ 

任意の特別寄附金（今回皆様にお願いしております寄

附金） 

        ＝ 

以上３つの合計額が免税証明書として発行されます。 



 

また１１月は“Ｒ財団月間”ということで皆様には、

毎年１５０＄寄付をお願いしております。松井会長よ

り年度初めからお話がありました 年次プログラム

基金で、寄付の総額に応じて３年後の地区補助金事業

にいくら補助金がもらえるかが、決まるものです。 

今年の地区補助金事業時に地区より支給されました

金額（６４３，２４２円）は、５８期に皆様からご協

力頂きました金額になります。 

６４期の補助金事業、そしてグローバル補助金など青

少年奉仕活動の為に、皆様ご協力宜しくお願い致しま

す。 

最後に、毎年会長にお願いしておりますベネファクタ

ー寄付は、恒久基金で貯蓄していく寄附金になり、今

回グローバル奨学生の三代さんを支援するお金とし

て使われます。 

以上、どうぞ宜しくお願い致します。 


